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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルカリ可溶性樹脂と、光重合開始剤と、着色剤と、を含有する感光性組成物であって
、
　前記アルカリ可溶性樹脂として、下記式（１）で表される樹脂と、シワの発生を抑制す
るためのアクリル系樹脂と、を含有し、
　前記アクリル系樹脂は、前記アルカリ可溶性樹脂のうち、２０～５０質量％含有されて
おり、
　前記アクリル系樹脂は、（メタ）アクリル酸に由来する構成単位を５０～９０モル％含
有する感光性組成物。
【化１】

［式中、ｎは括弧内の構造の繰返し単位数を示し、Ｘは下記式（２）
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【化２】

で表される基を示し、Ｙはジカルボン酸無水物からカルボン酸無水物基を除いた残基を示
し、Ｚはテトラカルボン酸二無水物から２個のカルボン酸無水物基を除いた残基を示す。
］
【請求項２】
　前記アクリル系樹脂の重量平均分子量は、５０００から５００００である請求項１に記
載の感光性組成物。
【請求項３】
　前記アクリル系樹脂は、メタクリレート、スチレン、ベンジルメタクリレート、メチル
メタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、アクリル酸、ヒドロキシエチルメ
タクリレート、ヒドロキシプロピルメタクリレート、グリシジルメタクリレート、２－イ
ソシアナトエチルメタクリレートから選択される少なくとも１種を含むモノマーの重合体
である請求項１又は２に記載の感光性組成物。
【請求項４】
　前記式（１）で表される樹脂の重量平均分子量は、１０００から１０００００である請
求項１から３いずれかに記載の感光性組成物。
【請求項５】
　前記着色剤は、黒色顔料を含む請求項１から４いずれかに記載の感光性組成物。
【請求項６】
　厚さ１μｍ以上の厚膜を形成するために使用されることを特徴とする請求項１から５い
ずれかに記載の感光性組成物。
【請求項７】
　インクジェット方式のカラーフィルタのブラックマトリクス形成用である請求項５又は
６に記載の感光性組成物。
【請求項８】
　請求項１から７いずれかに記載の感光性組成物により形成されたパターンを有するカラ
ーフィルタ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、感光性組成物に関する。具体的には、カラーフィルタ、ブラックマトリクス
等の着色されたパターンの形成に使用される感光性組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレィ等の表示体には、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のカラーフィ
ルタが用いられている。このカラーフィルタには、これらの各色のコントラストを出すた
めに、ブラックマトリクスが形成されている。
【０００３】
　近年、カラーフィルタはリソグラフィ法により形成されることが多くなっている。具体
的には、ブラックマトリクス、Ｒ、Ｇ、Ｂの各層を、順次、各色に着色した感光性樹脂組
成物を塗布、露光、現像し、所定の位置にパターンを形成することにより製造される。特
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に、ブラックマトリクスでは、所定の光学密度（ＯＤ値）を得るために、さらなる厚膜化
が求められている。
【０００４】
　また、最近では露光が不要であり、必要な部分だけに着色材料を塗布することが可能な
インクジェット方式によりカラーフィルタを製造することが注目されている。このインク
ジェット方式では、特にブラックマトリクス自体を、隔壁として用いることが検討されて
いる（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００５－３４５６６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、膜厚が厚くなる程、膜表面にシワが発生してしまうという問題が生じる
。膜表面にシワが発生すると、表示装置における各画素に悪影響を及ぼす場合がある。
　中でもブラックマトリクスは、より高いＯＤ値が求められるようになっており、一層の
厚膜化、特に１μｍ以上の膜厚が求められている。しかしながら、ブラックマトリクスに
シワが発生すると、その後の形成される各色の層を形成に悪影響を及ぼす場合がある。
　また、各色の層においてシワが発生する場合にも同様であり、さらには、表示装置の表
示色にも悪影響を与える場合がある。
【０００６】
　さらに、インクジェット方式を用いてカラーフィルタを形成する場合、ブラックマトリ
クスは、厚さ１μｍ以上の厚膜である必要がある。
【０００７】
　以上の課題に鑑み、本発明では、シワの発生が少なく、表面平滑性に優れた感光性組成
物を提供することを目的とする。また、本発明では、この感光性組成物から形成されたブ
ラックマトリクス、及びこの感光性組成物を用いて形成されたカラーフィルタを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、アクリル樹脂がシワの発生を抑制することに有効であることを見出し、
本発明を完成するに至った。具体的には以下のものを提供する。
【０００９】
　本発明は、アルカリ可溶性樹脂と、光重合開始剤と、着色剤と、を含有する感光性組成
物であって、前記アルカリ可溶性樹脂として、シワの発生を抑制するためのアクリル樹脂
が含有されている感光性組成物、及びこの感光性組成物により形成されたカラーフィルタ
を提供する。
【００１０】
　また本発明は、上記感光性組成物においてアクリル系樹脂をシワ抑制剤として使用する
方法を提供する。さらにまた、本発明は、厚さ１μｍ以上の厚膜の樹脂膜におけるシワを
抑制するために添加されるシワ抑制剤であって、アクリル系樹脂を主成分とするシワ抑制
剤を提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、シワ抑制剤としてアクリル系樹脂を含有したことによって、シワの発
生が少ない着色層を得ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１３】
　本発明に係る感光性組成物は、アルカリ可溶性樹脂と、光重合性モノマーと、光重合開
始剤と、着色剤と、を含有し、アルカリ可溶性樹脂として、シワの発生を抑制するための
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アクリル系樹脂を更に含有するものである。
【００１４】
〔アルカリ可溶性樹脂〕
　アルカリ可溶性樹脂としては特に制限されるものでなく、感光性樹脂組成物において被
膜形成物質として通常用いられ得るものの中から任意に選択することができる。
【００１５】
＜アクリル系樹脂＞
　本発明の感光性組成物は、アルカリ可溶性樹脂として、アクリル系樹脂を含有する。
　このアクリル系樹脂を添加することにより、本発明の組成物から形成されるブラックマ
トリクスにおけるシワの発生を抑制することができる。つまり、このアクリル系樹脂は、
シワ抑制剤として機能するものであるということができる。
　このアクリル系樹脂は、少なくともアクリル系モノマーを含むモノマーの重合体である
。このアクリル系モノマーとしては、例えば、メタクリレート、スチレン、ベンジルメタ
クリレート、メチルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、アクリル酸、
ヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシプロピルメタクリレート、グリシジルメタ
クリレート、２－イソシアナトエチルメタクリレートが挙げられる。
【００１６】
　このアクリル系樹脂としては、例えば、カルボキシル基を有する重合体が好ましく用い
られる。このようなカルボキシル基を有するアルカリ可溶性の共重合体の具体例としては
、（メタ）アクリル酸／メチル（メタ）アクリレート共重合体、（メタ）アクリル酸／ベ
ンジル（メタ）アクリレート共重合体、（メタ）アクリル酸／２－ヒドロキシエチル（メ
タ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート共重合体、（メタ）アクリル酸／メチ
ル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマクロモノマー共重合体、（メタ）アクリル酸／
メチル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリレートマクロモノマー共重合体、（メ
タ）アクリル酸／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマクロモノマー共重合体
、（メタ）アクリル酸／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリレートマク
ロモノマー共重合体、（メタ）アクリル酸／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート
／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマクロモノマー共重合体、（メタ）アク
リル酸／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／
ポリメチルメタクリレートマクロモノマー共重合体、メタクリル酸／スチレン／ベンジル
（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド共重合体、（メタ）アクリル酸／こはく
酸モノ（２－アクリロイロキシエチル）／スチレン／ベンジル（メタ）アクリレート／Ｎ
－フェニルマレイミド共重合体、（メタ）アクリル酸／こはく酸モノ（２－アクリロイロ
キシエチル）／スチレン／アリル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド共重合
体、（メタ）アクリル酸／ベンジル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ス
チレン／グリセロールモノ（メタ）アクリレート共重合体等が挙げられる。中でも、（メ
タ）アクリル酸を含む共重合体が好ましく用いられる。この（メタ）アクリル酸は、共重
合体中５０モル％以上９０モル％以下含有されることが好ましく、６０モル％以上８５モ
ル％以下であることがより好ましい。
　また、上記（メタ）アクリル酸と、ベンジル（メタ）アクリレート又はスチレンを含む
共重合体を用いることが更に好ましい。
【００１７】
　アクリル系樹脂の質量平均分子量は、１０００以上であることが好ましく、５０００以
上であることがより好ましい。また、その上限値としては、５００００以下であることが
好ましく、２００００以下であることがより好ましい。質量平均分子量を１０００以上に
することにより、シワの発生を抑制する効果を向上させることができる。また、質量平均
分子量を５００００以下にすることにより、塗布性を向上させることができる。
【００１８】
　また、アクリル系樹脂は、アルカリ可溶性樹脂のうち、１５質量％以上含有されること
が好ましく、２０質量％以上含まれることがより好ましい。含有量を１５質量％以上にす
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ることにより、シワの発生を抑制する効果を向上させることができる。また、上限値は、
６０質量％未満にすることが好ましく、５０質量％以下にすることがより好ましい。また
、含有量を６０質量％未満にすることにより、フォト特性（特に現像マージン等）を向上
させることができる。なお、現像マージンとは、現像処理における良好な現像処理を行う
ための最適時間幅の大きさをいう。
【００１９】
　上記アクリル系樹脂は、光重合性を有さないため、非光重合性アルカリ可溶性樹脂とい
うことができる。
　なお、上記アルカリ可溶性樹脂は、感光性組成物における固形分に対して、１０質量％
以上８０質量％以下であることが好ましく、２０質量％以上７０質量％以下であることが
より好ましい。上記の範囲にすることにより、感度、現像性、解像性のバランスがとりや
すい傾向があり、好ましい。
【００２０】
　＜光重合性アルカリ可溶性樹脂＞
　アルカリ可溶性樹脂としては、光重合性アルカリ可溶性樹脂が挙げられる。この光重合
性アルカリ可溶性樹脂して好ましいものとしては、エポキシ基を有するエポキシ化合物（
ａ）（以下、（ａ）成分ともいう）と、不飽和基含有カルボン酸若しくはその無水物（ｂ
）（以下、（ｂ）成分ともいう）と、の反応物（ｃ）（以下、（ｃ）成分ともいう）を、
更に多塩基性カルボン酸若しくはその無水物（ｄ）（以下、（ｄ）成分ともいう）と、反
応させて得られる樹脂が挙げられる。
　上記エポキシ化合物（ａ）としては、２個以上のエポキシ基を有するものが好ましい。
また、このエポキシ化合物（ａ）としては、ビスフェノール類から誘導されるものが好ま
しい。２個以上のエポキシ基を有し、ビスフェノール類から誘導されるものとしては、ビ
スフェノール類から誘導されるビス（４－ヒドロキシフェニル）ケトン、ビス（４－ヒド
ロキシ－３，５－ジメチルフェニル）ケトン、ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジクロロ
フェニル）ケトン、ビス（４－ヒドロキシフェニル）スルホン、ビス（４－ヒドロキシ－
３，５－ジメチルフェニル）スルホン、ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジクロロフェニ
ル）スルホン、ビス（４－ヒドロキシフェニル）ヘキサフルオロプロパン、ビス（４－ヒ
ドロキシ－３，５－ジメチルフェニル）ヘキサフルオロプロパン、ビス（４－ヒドロキシ
－３，５－ジクロロフェニル）ヘキサフルオロプロパン、ビス（４－ヒドロキシフェニル
）ジメチルシラン、ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルフェニル）ジメチルシラン
、ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジクロロフェニル）ジメチルシラン、ビス（４－ヒド
ロキシフェニル）メタン、ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジクロロフェニル）メタン、
ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジブロモフェニル）メタン、２，２－ビス（４－ヒドロ
キシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルフェニル）
プロパン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジクロロフェニル）プロパン、２，
２－ビス（４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－ヒドロ
キシ－３－クロロフェニル）プロパン、ビス（４－ヒドロキシフェニル）エーテル、ビス
（４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルフェニル）エーテル、ビス（４－ヒドロキシ－３，
５－ジクロロフェニル）エーテル等を含む化合物や９，９－ビス（４－ヒドロキシフェニ
ル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）フルオレン、９
，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－クロロフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒ
ドロキシ－３－ブロモフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－フル
オロフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）フ
ルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルフェニル）フルオレン、９
，９－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジクロロフェニル）フルオレン、９，９－ビス（
４－ヒドロキシ－３，５－ジブロモフェニル）フルオレン等を含む化合物や、さらには４
，４’－ビフェノール、３，３’－ビフェノール等を含む化合物が挙げられる。また、フ
ェノールノボラック型エポキシ化合物や、クレゾールノボラック型エポキシ化合物等も使
用することができる。この（ａ）成分は、単独又は２種以上を組み合わせてもよい。
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　上記エポキシ化合物（ａ）と反応させる不飽和基含有カルボン酸又はその無水物（ｂ）
としては、分子中にアクリル基やメタクリル基等の反応性の不飽和二重結合を含有するモ
ノカルボン酸又はその無水物が好ましい。このような不飽和基含有カルボン酸としては、
例えば、アクリル酸、メタクリル酸、β－スチリルアクリル酸、β－フルフリルアクリル
酸、α－シアノ桂皮酸、桂皮酸等が挙げられる。
【００２１】
　この（ｂ）成分は、単独又は２種以上を組み合わせて用いてもよい。
　（ａ）成分と（ｂ）成分とを反応させることにより、（ｃ）成分を調製することができ
る。
　（ａ）成分と（ｂ）成分との反応における使用量比は、（ａ）成分のエポキシ当量と（
ｂ）成分のカルボン酸当量との比で、通常１：０．５～１：２、好ましくは１：０．８～
１：１．２５、更に好ましくは１：１である。（ａ）成分と（ｂ）成分の使用量比が、前
記の当量比で１：０．５～１：２であると、架橋効率が向上する傾向があり、好ましい。
【００２２】
　次に、（ｃ）成分と反応させる多塩基酸カルボン酸又はその酸無水物（ｄ）について説
明する。
　この（ｄ）成分とは、２個以上のカルボキシル基を有するカルボン酸又はその無水物な
どが挙げられる。この２個以上のカルボキシル基を有するカルボン酸としては、例えば、
シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、リンゴ酸、マレイン酸、フマ
ル酸、イタコン酸、クエン酸、酒石酸、フタル酸、テトラヒドロフタル酸、ヘキサヒドロ
フタル酸、メチルエンドメチレンテトラヒドロフタル酸、クロレンド酸、メチルテトラヒ
ドロフタル酸、メチルヘキサヒドロフタル酸、トリメリット酸、ピロメリット酸、ベンゾ
フェノンジカルボン酸、ベンゾフェノンテトラカルボン酸、ビフェニルテトラカルボン酸
、ビフェニルジカルボン酸、ビフェニルエーテルテトラカルボン酸などが挙げられ、好ま
しくはテトラヒドロフタル酸の無水物、又はベンゾフェノンテトラカルボン酸の二無水物
、ビフェニルテトラカルボン酸の二無水物が挙げられる。
　（ｃ）成分と（ｄ）成分との使用量比は、（ｃ）成分中のＯＨ基のモル数と（ｄ）酸無
水物基の当量比で、通常１：１～１：０．１であり、好ましくは１：０．８～１：０．２
である。（ｃ）成分と、（ｄ）との使用量比が、前記の基準で、１：１～１：０．１であ
ると、現像液への溶解性が適度となる傾向があり、好ましい。
　上記光重合性アルカリ可溶性樹脂の中でも、下記の一般式（１）で示される樹脂を用い
ることが好ましい。
【化１】

　式中、Ｘは、下記一般式（２）で示される基である。
【化２】

【００２３】
　式中、Ｙは無水マレイン酸、無水コハク酸、無水イタコン酸、無水フタル酸、無水テト
ラヒドロフタル酸、無水ヘキサヒドロフタル酸、無水メチルエンドメチレンテトラヒドロ
フタル酸、無水クロレンド酸、メチルテトラヒドロ無水フタル酸、無水グルタル酸といっ
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たジカルボン酸無水物からカルボン酸無水物基（－ＣＯ－Ｏ－ＣＯ－）を除いた残基であ
る。
【００２４】
　また、式中、Ｚは無水ピロメリット酸、ベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水物、ビ
フェニルテトラカルボン酸二無水物、ビフェニルエーテルテトラカルボン酸二無水物等の
テトラカルボン酸二無水物から２個のカルボン酸無水物基を除いた残基である。
【００２５】
　上記の光重合性アルカリ可溶性樹脂の質量平均分子量は、１０００以上のものを用いる
ことが好ましい。重量平均分子量を１０００以上にすることにより塗膜を均一にすること
ができる。また、重量平均分子量が１０００００以下にすることが好ましい。重量平均分
子量を１０００００以下にすることにより現像性を良好にすることができる。
【００２６】
＜光重合性モノマー＞
　本発明の感光性組成物には、光重合性モノマーを添加することが好ましい。
　光重合性モノマーは、分子内に重合性官能基として少なくとも一つの重合可能なエチレ
ン性不飽和基を有する。この光重合性モノマーは、重合性官能基を複数有することが好ま
しい。光重合性モノマーを添加したことによって、形成された膜の膜強度や、基板に対す
る密着性を向上させることが可能となる。
【００２７】
　光重合性モノマーとしては、単官能モノマーと多官能モノマー等が挙げられる。
　単官能モノマーとしては、（メタ）アクリルアミド、メチロール（メタ）アクリルアミ
ド、メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、エトキシメチル（メタ）アクリルアミド、
プロポキシメチル（メタ）アクリルアミド、ブトキシメトキシメチル（メタ）アクリルア
ミド、アクリル酸、マレイン酸、無水マレイン酸、イタコン酸、無水イタコン酸、シトラ
コン酸、無水シトラコン酸、クロトン酸、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスル
ホン酸、ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミドスルホン酸、メチル（メタ）アクリレート、エ
チル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（メタ）
アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（
メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、２－フェノキシ－２
－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒ
ドロキシプロピルフタレート、グリセリンモノ（メタ）アクリレート、テトラヒドロフル
フリル（メタ）アクリレート、ジメチルアミノ（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ
）アクリレート、２，２，２－トリフルオロエチル（メタ）アクリレート、２，２，３，
３－テトラフルオロプロピル（メタ）アクリレート、フタル酸誘導体のハーフ（メタ）ア
クリレート、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、等が挙げられる。また、これらは
単独又は２種以上組み合わせて用いることが可能である。
【００２８】
　一方、多官能モノマーとしては、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メ
タ）アクリレート、ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコー
ルジ（メタ）アクリレート、１，６－へキサングリコールジ（メタ）アクリレート、トリ
メチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ）アクリレート、ペ
ンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリ
レート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、２，２－ビス（４－（メ
タ）アクリロキシジエトキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（メタ）アクリロ
キシポリエトキシフェニル）プロパン、２－ヒドロキシ－３－（メタ）アクリロイルオキ
シプロピル（メタ）アクリレート、エチレングリコールジグリシジルエーテルジ（メタ）
アクリレート、ジエチレングリコールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、フ
タル酸ジグリシジルエステルジ（メタ）アクリレート、グリセリントリアクリレート、グ
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リセリンポリグリシジルエーテルポリ（メタ）アクリレート、ウレタン（メタ）アクリレ
ート（即ち、トリレンジイソシアネート）、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート
とヘキサメチレンジイソシアネート等と２－ビドロキシエチル（メタ）アクリレートとの
反応物、メチレンビス（メタ）アクリルアミド、（メタ）アクリルアミドメチレンエーテ
ル、多価アルコールとＮ－メチロール（メタ）アクリルアミドとの縮合物等の多官能モノ
マーや、トリアクリルホルマール等が挙げられる。また、これらは単独又は２種以上組み
合わせて用いることが可能である。
【００２９】
　このような光重合性モノマーの含有量は、感光性組成物の固形分に対して、５質量％以
上５０質量％以下が好ましく、１０質量％以上４０質量％以下がより好ましい。上記の範
囲であることにより、感度、現像性、解像性のバランスがとりやすい傾向があり、好まし
い。
【００３０】
〔光重合開始剤〕
　また、光重合開始剤としては、アセトフェノン、２，２－ジエトキシアセトフェノン、
ｐ－ジメチルアセトフェノン、ｐ－ジメチルアミノプロピオフェノン、ジクロロアセトフ
ェノン、トリクロロアセトフェノン、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルアセトフェノン等のアセトフ
ェノン類や、ベンゾフェノン、２－クロロベンゾフェノン、ｐ，ｐ’－ビスジメチルアミ
ノベンゾフェノン等のベンゾフェノン類や、ベンジル、ベンゾイン、ベンゾインメチルエ
ーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル等のベンゾイ
ンエーテル類や、ベンジルジメチルケタール、チオキサンテン、２－クロロチオキサンテ
ン、２，４－ジエチルチオキサンテン、２－メチルチオキサンテン、２－イソプロピルチ
オキサンテン等のイオウ化合物や、２－エチルアントラキノン、オクタメチルアントラキ
ノン、１，２－ベンズアントラキノン、２，３－ジフェニルアントラキノン等のアントラ
キノン類や、アゾビスイソブチロニトリル、ベンゾイルパーオキシド、クメンパーオキシ
ド等の有機過酸化物や、２－メルカプトベンゾイミダール、２－メルカプトベンゾオキサ
ゾール、２－メルカプトベンゾチアゾール等のチオール化合物や、２－（ｏ－クロロフェ
ニル）－４，５－ジ（ｍ－メトキシフェニル）－イミダゾリル二量体等のイミダゾリル化
合物や、ｐ－メトキシトリアジン等のトリアジン化合物や、２，４，６－トリス（トリク
ロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－メチル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－
トリアジン、２－［２－（５－メチルフラン－２－イル）エテニル］－４，６－ビス（ト
リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－［２－（フラン－２－イル）エテニル］－４，
６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－［２－（４－ジエチルアミノ－２
－メチルフェニル）エテニル］－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
２－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エテニル］－４，６－ビス（トリクロロメチ
ル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチ
ル）－ｓ－トリアジン、２－（４－エトキシスチリル）－４，６－ビス（トリクロロメチ
ル）－ｓ－トリアジン、２－（４－ｎ－ブトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロ
メチル）－ｓ－トリアジン等のハロメチル基を有するトリアジン化合物、２－ベンジル－
２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１オン等のアミノケ
トン化合物が挙げられる。これらの光重合開始剤は、単独又は２種以上を組み合わせても
よい。
【００３１】
　上記化合物を光重合開始剤の含有量は、溶剤以外の固形成分の合計１００質量部に対し
、好ましくは１質量部から１５０質量部、より好ましくは５質量部から１００質量部、更
により好ましくは１０質量部から５０質量部の範囲である。含有量が１５０質量部以下に
することにより、十分な耐熱性、耐薬品性を得ることができ、また１質量部以上にするこ
とにより塗膜形成能を向上させ、光硬化不良を抑制することができる。
【００３２】
〔着色剤〕
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　本発明に係る感光性組成物は、着色剤を含有する。
【００３３】
　着色剤としては、例えば、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．；Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　
ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ　社発行）においてピグメント（Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ）に分類されている化合物、具体的には、下記のようなカラーインデックス（
Ｃ．Ｉ．）番号が付されているものを用いることが好ましい。
【００３４】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１（以下、「Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー」は同様で番号
のみ記載する）、３、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、２０、２４、３１、
５３、５５、６０、６１、６５、７１、７３、７４、８１、８３、８６、９３、９５、９
７、９８、９９、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、
１１４、１１６、１１７、１１９、１２０、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、
１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、
１５５、１５６、１６６、１６７、１６８、１７５、１８０、１８５；
【００３５】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１（以下、「Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ」は同様で番号
のみ記載する）、５、１３、１４、１６、１７、２４、３４、３６、３８、４０、４３、
４６、４９、５１、５５、５９、６１、６３、６４、７１、７３；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１（以下、「Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット」は同
様で番号のみ記載する）、１９、２３、２９、３０、３２、３６、３７、３８、３９、４
０、５０；
【００３６】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１（以下、「Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド」は同様で番号のみ
記載する）、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１４、１５、１６、
１７、１８、１９、２１、２２、２３、３０、３１、３２、３７、３８、４０、４１、４
２、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、４９：１、４９：２、５０：１、５２：
１、５３：１、５７、５７：１、５７：２、５８：２、５８：４、６０：１、６３：１、
６３：２、６４：１、８１：１、８３、８８、９０：１、９７、１０１、１０２、１０４
、１０５、１０６、１０８、１１２、１１３、１１４、１２２、１２３、１４４、１４６
、１４９、１５０、１５１、１５５、１６６、１６８、１７０、１７１、１７２、１７４
、１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８５、１８７、１８８、１９０
、１９２、１９３、１９４、２０２、２０６、２０７、２０８、２０９、２１５、２１６
、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２４０、２４２、２４３
、２４５、２５４、２５５、２６４、２６５；
【００３７】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１（以下、「Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー」は同様で番号のみ
記載する）、２、１５、１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、６０、６４、６６
；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トグリーン３７；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２５、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントブラウン２６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２８；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１、ピグメントブラック７。
【００３８】
　また、ブラックマトリクスを形成する際には、黒色顔料として、カーボンブラックを用
いることが好ましい。また、チタンブラック、銅、鉄、マンガン、コバルト、クロム、ニ
ッケル、亜鉛、カルシウム、銀等の金属酸化物、複合酸化物、金属硫化物、金属硫酸鉛又
は金属炭酸塩等の無機顔料等も挙げられる。中でも、高い遮光性を有するカーボンブラッ
クを用いることがより好ましい。
【００３９】
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　カーボンブラックとしては、チャンネルブラック、ファーネスブラック、サーマルブラ
ック、ランプブラックなど公知のカーボンブラックを用いることができるが、遮光性に優
れるチャンネルブラックを用いることが特に好ましい。また、樹脂被覆カーボンブラック
を用いてもよい。
【００４０】
　樹脂被覆カーボンブラックは、樹脂被覆のないカーボンブラックに比べて導電性が低い
ことから、液晶ディスプレィのような液晶表示素子のブラックマトリクスとして用いた場
合に電流のリークが少なく、信頼性の高い低消費電力のディスプレィを製造できる。
【００４１】
　また、カーボンブラックの色調を調整するために、補助顔料として上記の有機顔料を適
宜添加してもよい。
【００４２】
　また、着色剤を均一に分散させるために分散剤としては、ポリエチレンイミン系、ウレ
タン樹脂系、アクリル樹脂系の高分子分散剤を用いることが好ましい。特に、着色剤とし
て、カーボンブラックを用いる場合には、分散剤としてアクリル樹脂系の分散剤を用いる
ことが好ましい。
【００４３】
　また、無機顔料と有機顔料はそれぞれ単独又は２種以上併用してもよいが、併用する場
合には、無機顔料と有機顔料の総量１００質量部に対して、有機顔料を１０質量部から８
０質量部の範囲で用いることが好ましく、２０質量部から４０質量部の範囲であることが
より好ましい。上記の無機顔料及び有機顔料は、分散剤を用いて適当な濃度で分散させた
溶液とした後、感光性組成物に添加することが好ましい。
　なお、本発明の感光性組成物における着色剤の使用量は、感光性組成物の固形分に対し
て、５質量％以上７０質量％以下が好ましく、２５質量％以上５５質量％以下がより好ま
しく、３０質量％以上５０質量％以下が更に好ましい。上記の範囲にすることにより、目
的とするパターンでブラックマトリクスや各着色層を形成することができ、好ましい。
　特にブラックマトリックスを形成する場合には、膜厚１μｍあたりのＯＤ値が、４以上
となるように感光性組成物における黒色顔料の量を調整することが好ましい。ブラックマ
トリクスにおける膜厚１μｍあたりのＯＤ値が４以上あれば、液晶ディスプレィのブラッ
クマトリックスに用いた場合に、十分な表示コントラストを得ることができる。
【００４４】
［その他の成分］
　本発明に係る感光性組成物では、必要に応じて添加剤を配合することができる。具体的
には、増感剤、硬化促進剤、光架橋剤、光増感剤、分散助剤、充填剤、密着促進剤、酸化
防止剤、紫外線吸収剤、凝集防止剤等が挙げられる。
【００４５】
　また、本発明に係る感光性組成物は、希釈のための溶剤や、熱重合禁止剤、消泡剤、界
面活性剤などを添加してもよい。
【００４６】
　ここで、感光性組成物に添加可能な溶剤としては、例えば、エチレングリコールモノメ
チルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ－
プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、トリ
エチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングリコールモノエチルエーテル、
プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、
プロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－ブ
チルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモ
ノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジプロピレン
グリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノメチルエーテル、
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トリプロピレングリコールモノエチルエーテル等の（ポリ）アルキレングリコールモノア
ルキルエーテル類；エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコ
ールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアセテー
ト、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメ
チルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート等の（ポ
リ）アルキレングリコールモノアルキルエーテルアセテート類；ジエチレングリコールジ
メチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチルエーテル、ジエチレングリコールジ
エチルエーテル、テトラヒドロフラン等の他のエーテル類；メチルエチルケトン、シクロ
ヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘプタノン等のケトン類；２－ヒドロキシプロピオン
酸メチル、２－ヒドロキシプロピオン酸エチル等の乳酸アルキルエステル類；２－ヒドロ
キシ－２－メチルプロピオン酸エチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシ
プロピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチ
ル、エトキシ酢酸エチル、ヒドロキシ酢酸エチル、２－ヒドロキシ－３－メチルブタン酸
メチル、３－メチル－３－メトキシブチルアセテート、３－メチル－３－メトキシブチル
プロピオネート、酢酸エチル、酢酸ｎ－プロピル、酢酸ｉ－プロピル、酢酸ｎ－ブチル、
酢酸ｉ－ブチル、ぎ酸ｎ－ペンチル、酢酸ｉ－ペンチル、プロピオン酸ｎ－ブチル、酪酸
エチル、酪酸ｎ－プロピル、酪酸ｉ－プロピル、酪酸ｎ－ブチル、ピルビン酸メチル、ピ
ルビン酸エチル、ピルビン酸ｎ－プロピル、アセト酢酸メチル、アセト酢酸エチル、２－
オキソブタン酸エチル等の他のエステル類；トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素類；
Ｎ－メチルピロリドン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
等のアミド類等が挙げられる。これらの溶剤は、単独又は２種以上を混合して使用するこ
とができる。
【００４７】
　中でもプロピレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエー
テルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリ
コールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチ
レングリコールメチルエチルエーテル、シクロヘキサノン、３－メトキシブチルアセテー
トは、光重合性化合物、光重合開始剤に対して優れた溶解性を示すとともに、黒色顔料な
どの不溶性成分の分散性を良好にすることができるため、好ましく、プロピレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート、３－メトキシブチルアセテートを用いることが特に好
ましい。溶剤は、光重合性化合物、光重合開始剤及び着色剤の合計１００質量部に対して
５０質量部から５００質量部の範囲で用いることができる。
【００４８】
　また、熱重合禁止剤としてはヒドロキノン、ヒドロキノンモノエチルエーテル等を用い
ることができる。また、消泡剤としてはシリコーン系、フッ素系化合物を、界面活性剤と
してはアニオン系、カチオン系、ノニオン系等の公知の各種熱重合禁止剤を用いることが
できる。
【００４９】
　また、本発明に係る感光性組成物を用いてパターンを形成する際には、後述するように
、基板上に本発明に係る感光性組成物を、塗布・乾燥して膜を形成する。このときの塗布
性の改善、光硬化後の物性改善のために、上記成分に加えて更に結合剤として高分子バイ
ンダーを含有してもよい。結合剤は相溶性、被膜形成性、現像性、接着性等改善目的に応
じて適宜選択すればよい。
【００５０】
　基板上に形成されたブラックマトリクスの厚みとしては、通常１μｍから１０μｍの範
囲内で設定することができ、好ましくは１．５μｍから８μｍ、更に好ましくは２μｍか
ら５μｍである。膜厚が２μｍ以上であれば、通常のカラーフィルタ用ブラックマトリク
スとして使用することができるだけではなく、インクジェット方式のカラーフィルタのブ
ラックマトリクスとして使用することができる。
【００５１】
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　本発明に係る感光性組成物の製造方法としては、上述の各成分を攪拌機で混合すること
により得られる。なお、得られた混合物が均一なものとなるようフィルターを用いて濾過
してもよい。
【００５２】
［カラーフィルタの形成方法］
　以下、本発明に係る感光性組成物を用いてカラーフィルタを形成する方法を説明する。
【００５３】
〔ブラックマトリクス（黒色着色層）の形成〕
　まず感光性組成物（黒色の着色剤を含む）を、基板上にロールコータ、リバースコータ
、バーコータ等の接触転写型塗布装置やスピンナー（回転式塗布装置）、カーテンフロー
コータ等の非接触型塗布装置を用いて塗布する。基板は、光透過性を有する基板が用いら
れる。
【００５４】
　ガラス基板と感光性組成物との密着性を向上させるために、予めガラス基板上にシラン
カップリング剤を塗布しておいてもよい。あるいは感光性組成物の調製時にシランカップ
リング剤を添加しておいてもよい。
【００５５】
　この感光性組成物を塗布後、乾燥させて溶剤を除去する。乾燥方法は特に限定されず、
例えば（１）ホットプレートにて８０℃から１２０℃、好ましくは９０℃から１００℃の
温度にて６０秒間から１２０秒間乾燥する方法、（２）室温にて数時間から数日放置する
方法、（３）温風ヒーターや赤外線ヒーター中に数十分から数時間入れて溶剤を除去する
方法、のいずれの方法を用いてもよい。
【００５６】
　次いで、ネガ型のマスクを介して、紫外線、エキシマレーザー光等の活性エネルギー線
を照射して部分的に露光する。照射するエネルギー線量は、感光性組成物の組成によって
も異なるが、例えば３０ｍＪ／ｃｍ２から２０００ｍＪ／ｃｍ２程度が好ましい。
【００５７】
　次いで、露光後の膜を、現像液により現像することによって所望の形状にパターニング
する。現像方法は特に限定されず、例えば浸漬法、スプレー法等を用いることができる。
現像液としては、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等
の有機系のものや、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、アンモニア、
４級アンモニウム塩等の水溶液が挙げられる。
【００５８】
　次いで、現像後のパターニングを２００℃程度でポストベークを行うことによりブラッ
クマトリクスを形成する。また、形成されたパターンを全面露光することが好ましい。
　この形成されたブラックマトリクスは、そのパターン形状、厚さによっては、スペーサ
、インクジェット用隔壁としても使用することができる。
【００５９】
（１）リソグラフィ方式によるカラーフィルタの形成
　上記ブラックマトリクスの形成された基板上に、通常Ｒ、Ｇ、Ｂの３原色の着色剤を含
む感光性組成物を用いて、一色ごとに、上記ブラックマトリクスの形成と同様にして、順
次着色層を形成する。これによりカラーフィルタを形成することができる。
【００６０】
（２）インクジェット方式によるカラーフィルタの形成
　インクジェット方式によりカラーフィルタを形成する際には、本発明に係る感光性組成
物から形成されたインクジェット方式カラーフィルタ形成用隔壁（以後、単に隔壁と称す
る）を用いる。この隔壁は、黒色であるため、ブラックマトリクスとしての役割も同時に
果たす。
　具体的には、まず、Ｒ、Ｇ、Ｂのインクを、上記隔壁に囲まれた部位にインクジェット
方式で吐出し、隔壁内に溜める。次いで、溜められたインクを熱あるいは光硬化させる。
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これにより、カラーフィルタを形成することができる。
【実施例】
【００６１】
　［合成例１］
　下記の一般式（１）で示されるカルド樹脂を合成した。
【化３】

　式中、Ｘは、一般式（２）で示される基である。
【化４】

【００６２】
　５００ｍｌの四つ口フラスコ中に、ビスフェノールフルオレン型エポキシ樹脂２３５ｇ
（エポキシ当量２３５）とテトラメチルアンモニウムクロライド１１０ｍｇ、２，６－ジ
－ｔｅｒｔブチル－４－メチルフェノール１００ｍｇ及びアクリル酸７２．０ｇを、２５
ｍｌ／分の速度で空気を吹き込みながら９０℃から１００℃で加熱して溶解させた。
【００６３】
　次に、この溶液が白濁した状態のまま、１２０℃までゆっくりと昇温させて完全に溶解
させた。このとき溶液は次第に透明粘稠になっていくがそのまま撹拌を継続した。この間
、酸価を測定し、１．０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満になるまで約１２時間加熱撹拌を続けた。そ
して室温まで冷却し、下記の一般式（３）に示す無色透明で固体状のビスフェノールフル
オレン型エポキシアクリレートが得られた。
【００６４】

【化５】

【００６５】
　次いで、このようにして得られた上記のビスフェノールフルオレン型エポキシアクリレ
ート３０７．０ｇに、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ
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）６００ｇを加えて溶解させた後、ベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水物８０．５ｇ
、及び臭化テトラエチルアンモニウム１ｇを混合し、１１０℃から１１５℃で４時間反応
させた。酸無水物基の消失を確認した後、１，２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸３
８．０ｇを混合し、９０℃で６時間反応させ、上記の一般式（３）で示されるカルド樹脂
を得た。なお、酸無水物基の消失はＩＲスペクトルにより確認した。このカルド樹脂を化
合物１とした。
【００６６】
　ここで化合物１は、一般式（１）に示す化合物において、Ｘは、一般式（２）で示され
る基であり、Ｙは１，２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸二無水物から酸無水物基（
－ＣＯ－Ｏ－ＣＯ－）を除いた残基、Ｚは３，３’，４，４’－ベンゾフェノンテトラカ
ルボン酸四無水物から酸無水物を除いた残基であるとともに、ＹとＺのモル比は、Ｙ／Ｚ
＝５０．０／５０．０である。
【００６７】
［実施例、参考例、及び比較例］
　上記カルド樹脂、アクリル樹脂、光重合性モノマー、顔料液を表１に示す組成にて、混
合し、溶剤として３－メトキシブチルアセテート／ＰＧＭＥＡ／シクロヘキサノン＝６：
２：２（質量比）にて顔料を含む固形分濃度を２５質量％にすることにより、感光性組成
物を調製した。
【表１】

　アクリル樹脂：実施例１～３、参考例１，２：（メタ）アクリル酸／ベンジル（メタ）
アクリレート（８：２（モル比））共重合体
　　　　　　　実施例４：（メタ）アクリル酸／スチレン（８：２（モル比））共重合体
　光重合性モノマー：ペンタエリスリトールテトラアクリレート
　光重合性開始剤：商品名ＯＸＥ－０１、チバスペシャルティケミカル社製
　顔料液：商品名ＣＦブラックＴＥＮ、高抵抗カーボン２０質量％含有、御国色素株式会
社製
【００６８】
　これらの試料を、ガラス基板に塗布して、９０℃で１２０秒間ベークし、厚さ２μｍの
膜を形成した。その後、１５０ｍｊ／ｃｍ２の露光量で露光し、アルカリ現像液（商品名
：Ｎ－Ａ３Ｋ、東京応化工業社製）を用いて６０秒間現像することにより、線幅１０μｍ
のブラックマトリクスを形成した。その後、２２０℃で３０分間循環式オーブンにてポス
トベークを行った。形成されたブラックマトリクスについて、光学顕微鏡にて観察するこ
とによる表面のシワ、現像マージンについて検討した。その結果を表２に示す。現像マー
ジンについては、６０秒間現像をセンターに前後１０秒間（５０秒間、７０秒間）現像し
た。
　全ての現像時間において、線幅１０μｍのブラックマトリクスがパターン形成されてい
るものを◎、いずれかの現像時間において一部にパターン形成不良があるもの、例えばパ
ターン欠落、エッジラフネス、抜け不良があるものを○、全ての現像時間において線幅１
０μｍのブラックマトリクスがパターン形成されないものを×と、することにより評価し
た。
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【表２】

◎：特に良好　○：良好　△：やや良好　×：不良
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